
ひがし北海道で考える

〜地域としての論点整理からパネルディスカションへ〜

ワーケーション シンポジウム

令和２年12月７日
②DMOからの問題提起

専務理事 野竹鉄蔵



Ø【With COVID-19 コロナにも自然にも寄り添うこと】

Ø【After COVID-19 今後明らかに移行すること】

Ø【Post COVID-19 今後いかにも切り替わること】

Ø【None of COVID-19  本来そうあるべきこと】

●キーワード

・まずは政府・自治体の示すスタイルを順守しながら新しい対応の試行錯誤を粛々と

・市場復活は、自地域内⇒近隣⇒道東⇒札幌圏⇒道外⇒東アジア⇒ASEAN⇒欧米

・インサイド目線の着眼点=マイクロツーリズムへの深化=着地型観光への視点拡大

・テレワーク他通信体制の激変によるワーキングスタイル、ライフスタイルの変化

・オンラインバーチャル⇔対面の意義 ビジネス移動減 本来の観光の意味とは？

ひがし北海道の観光はどうあるべきか
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COVID-19 in eastern Hokkaido
この先へ向けた論点



●各マーケティングデータより…

①顧客からみたひがし北海道エリアの優位性
・ソーシャルディスタンスなフィールドひがし北海道

・自然から自然美へ <地域からのメッセージ>

②Beyond COVID-19 戦略ターゲット

③ひがし北海道【自然美×交通】ネットワーク商品

④ワーケーションを軸とした第3の観光交流へ体制化
・中期的 《販売体制/地域体制/各発信体制/通信体制》 来夏へ

⑤2021～ ひがし北海道課題と方向性
・phase１・phase２・phase３

・ひがし北海道観光地域づくり・・・DMOとしてのもがき 3

全体概要

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル



ひがし北海道エリア 優位性と持続性へ
〇ソーシャルディスタンスなフィールド ひがし北海道

・データから見るひがし北海道らしい素朴スポットのポテンシャルアップ

・一方で、持続性あるメッセージで あくまでもWith COVID-19から…
➡各地の《自然に寄り添う》動きを発信 好感度を引き上げる

➡各地の《With COVID-19》対策を発信 不安度を引き下げる

〇自然から自然美へ
・データから見る自然志向や癒しを求める傾向、さらには深化志向に乗じて

・自然に寄り添う人と関わるstory 発信をこの機に強化 自然単体から脱皮！

・後述する総合的な着地型観光体制でひがし北海道らしい素材を商品化

➡欧米(アドベンチャー)時代へ向け、国内客でも各地が関り裾野を広げる！

➡ひがし北海道全体でこのクローズアップ発信強化＝道央と差別化
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粛々 持続

販促 反転 攻勢 持続
どこまでも

持続的観光

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を追求する持続性ある地域に～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

ソーシャルディスタンスの丘？

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル
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自然と人との、濃密で深い関わり。
これからも、皆さんと一緒に物語を紡いでいきます。



7
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マーケット志向に基づくひがし北海道からの情報発信



9

〇空と地上《JR/路線バス/2次交通》との一体化

〇フリーパスなどサブスク定額運賃チャレンジ

〇一元化した販売システム
全体のネットワークプラッ トフォーム構築

〇ワーケーションも視野に入れた体制化

重要なのはアナログMaaS

～地域ブロックでの協議が必須～

ひがし北海道ダイレクトインへのネットワーク



一般社団法人 ひがし北海道自然美への道DMO

紋別

層雲峡 北見

網走

斜里

ウトロ

野付

中標津空港

川湯

阿寒湖

釧路空港

釧路

帯広

エクスプレスバス

まりもエクスプレス

エアポートライナー

ピリカ・ホワイトピリカ

JR

2021 冬
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ひがし北海道 交通ネットワーク

新コース 釧路知床

美幌峠

帯広空港

阿寒摩周号

あかんこエクスプレス

都市間バス

【ひがし北海道MaaS・TaaS・LaaS】

フリーパスへのチャレンジ
アナログMaaS原型へ

新コース 網走釧路

女満別空港

摩周湖

摩周駅

今年は各種交通の一気通貫・プラットフォーム化 実現！

各ダイヤ参照

暮らすように旅するワーケーション

MaaSからTaaS そしてLaaSへ…



④ワーケーションを軸とした新しい観光交流
〇第3の観光交流創出

〇持続的観光体制への方向性 北海道に適合？ 注目

Øまた重要なのは【Ｗｈｙ to stay】 どう過ごせるか?
宿泊施設だけでもなく、コンテンツだけでなく

work の一面：創造力∞ 人 ふれあい も 重要

⇒連携DMOとしては 市場にプラットフォームと可視化

《ひがし北海道ワーケーションネットワーク》へ!
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～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を追求する持続性ある地域に～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル
～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル
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聞いたことがあり興味がある
聞いたことはあるが⾃分には関係ない
魅⼒的だが⾃分の職業では不可能
聞いたことがない

新型コロナウイルス感染症収束後の北海道旅⾏・観光意識調査︓国内（6/30〜7/13） 12

道外：ワーケーションの認知度

ここでは3１％だが、

telework経験者

20代30代ではさらに15％アップ



新型コロナウイルス感染症収束後の北海道旅⾏・観光意識調査︓国内（6/30〜7/13） 13

道外：ワーケーションに重要なキーワード
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通信環境

余暇の過ごし⽅
仕事環境

宿
都市環境

創造⼒を膨らませる空間
レンタカー

鉄道
地域交流
空港

イベント
その多

なんと!  通信より自然環境が重要

～余暇環境がの良しあしなど仕事に効果を期待



新型コロナウイルス感染症収束後の北海道旅⾏・観光意識調査︓国内（6/30〜7/13） 14

道外：ワーケーションに具体的に重要なもの
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

Ｗｉｆｉ
タウンとしての飲⾷

観光スポット
地域の⼈との交流

コワーキングスペース
ＨＰサイト
⼝コミ

プラットフォーム情報
ブログ

夜の充実度
その他

WIFIの次は食・人とのふれあい!

＝観光交流の原点!



• 組み合わせ JTB
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首相官邸 観光戦略実行推進会議資料 7月28日
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流通から見たワーケーション全体概要

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

長期
地域深化

定着

短期
地域関係薄

個人

団体

移住 長期滞在(避暑)
旅行会社型/行政主導型

ワーケーション

Phase１ お試し
ワーケーション

Phase２ 多拠点
ワーケーション

Phase３ 定着化

新商品【DP+α】ファミリー型商品

企業契約

来訪は
個人ベース

(2拠点)

⇇地域貢献連携型

個人スキルアップ型

企業主導
ワーケーション

【各展開での差別化ポイント】
・地域との関係の深さ
・流通における①簡素化②サブスク化
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ワーケーション 経済効果への図式

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

個人型phase１ ＤＰ・ＯＴＡ ファミリー型 企業型
個人型 phase

２・３
移住

導入部/
媒体・AGT・宿泊サイト・
DP・企業連携

模索期/
継続・定着・再訪

地域との密着

ライフスタイル共有

成熟期/
頻度・関係化

人員
経済効果

原動力は

Why to stay のパワー?

時系列

関係人口による経済効果

流
動

人
口

に
よ

る
経

済
効

果

より持続性・より地域密接

各タイプと
客層

コンテンツ/ビジネス成果/stayの居心地

最終的には 地域の総合力

Destination managementの優劣ではないか?
次第に人間関係へ



ワーケー
ション

②市場発信体制・ネットワーク

③発信・DMO体制（バーチャルオンラインツアー)

④受け入れ通信・DMO体制

①着地型観光と地域内交流
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第3の交流/ワーケーションを軸とした地域の観光体制への強化

《ワーケーションの体制化》

●着地型観光進展とまちづくり、
●発信、受け入れ双方オンライン化

●商品流通促進

マーチャンダイジング

エリアムーブメント テクニカルとアウトプット

ハード＆ソフトマネージメント

ひがし北海道ワーケーションネットワーク～

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を追求する持続性ある地域に～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル
～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

ワーケションを切り口にした

ひがし北海道観光地域づくり
そのもの

どのように持続性あるものにするのかが課題
～自然への持続性だけでなく経済の持続性も含む～



コロナによる観光関係の変化…

Ø原点回帰 観光交流そのもの価値観の変化.・・・持続的

Øマイクロツーリズム 往訪目線 受入目線 まなざし変化

ØSTAY型 人 交流 ライフスタイルツーリズムへ

Ø通信激変 TELEWORK 働き方改革 ライフスタイル変化

Ø訪日客対策 ➡全国４０００万から６０００万へ 質/収益…
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爆買いからツーリズムへ

モノからコトへ人へ

普通の日本へのあこがれ

ローカルにこそ分がある…

暮らすように

旅するこれまでとは違う闘い



ワーケーション体制づくりは
観光地域づくりそのもの!
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地域主体の自律的観光

住んでよし訪れてよし=DMOの使命

ひがし北海道全体でも

ワーケーションの優位性を引き出せないか
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釧路AP

帯広AP

紋別AP

北
見

女満別AP
層
雲
峡

中標津AP

最終的には 地域の総合力

Destination managementの優劣ではないか?

さらに最終的には

地域愛の切磋琢磨

ひがし北海道
ワーケーション
ネットワーク



旅行会社連携による新しい観光
〇個人型(DP/ファミリー)による第一歩 旅行会社・OTAの領域

Ø DP(AIR+宿泊)によるシンプル商品から コンテンツなどは加えづらい・価格型

Ø 宿泊サイトから 施設内勝負に加え地域素材のとの連携

Ø ファミリーと組み合わせた旅行会社商品 ロングだが夏季に集中 STORY性

〇企業型による連携アプローチ 旅行会社・地域・とのマッチング

Ø 企業研修/オフサイトミーティング/インセンティブ グループ組織行動・周辺コンテンツなど必須

Ø 企業契約による個人/家族展開 保養地的機能の運用 リロケーションモデル

肝心なのは 日本全国の価格競争のなかでどう差別化・付加価値化?
⇒次頁のWhy to stayとそのネットワークがカギになるのでは? 
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～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を追求する持続性ある地域に～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル
～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

地域観光体制(周辺地域含) 整理による販促アプローチが必要



新しい観光交流へのステップ
〇個人型phase１・２・３を軸とした展開 本格派

・宿泊施設 ネットワーク構築=HafH network 全世界200

・ホテル系 阿寒湖 ウトロ 網走 サロマ湖 ⇒数か所増やす

・ゲストハウス系 帯広 釧路 中標津 ⇒数か所増やす

・Why to stay ネットワーク構築＝DMOは観光&交通プラットフォーム

・各コンテンツラインナップ コワーキングスぺース整理

・town情報 地域ネットワーク拠点・・・各地情報の整理 ～コンテンツの整備は今年度粛々と(環境省事業)

Ø 推進機能 【ANA journy＋】 年数本設定《地域交流イベント》

Ø 販売機能 【ANAシェア旅hp】 《ひがし北海道ページ》

Ø INOUT機能 サブスク(定額)運賃実証実験

宿泊ネットワークでのサブスク設定
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～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を追求する持続性ある地域に～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル
～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

地域連携DMOとしてはプラットフォーム共有と市場へのアプローチ



通信体制激変と対応・持続的へ

オンライン体制の激変 地域内での通信親和性を高める機に

・受け入れとしてのオンライン 本来の通信環境整備は当然のこと

受入れ体制からDMO組織体制への転換 部会 １００人衆 寺子屋

・発信としてのオンライン 旅前で選ばれるために！ EXバーチャルツアー

無料有料動画発信によるひがし北海道可視化＆自然美IDENTITY発信

一方でコロナ後、シニアリピーター女性層のジレンマ<外出控vs来訪欲>
EX北海道旅スタイル調査での バーチャル×通販 クラウドファンディングなどのWEB意識大の傾向
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通信体制激変からライフワークの変化

【当たり前のニューノーマル】

新しい取り組みそのものが
(知らず知らずのうちに)

=ワーケーションの取組化

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を追求する持続性ある地域に～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル
～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル
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このシンポジウムも

リアル×オンラインライブ×アーカイブ

《オンライン・オフライン》３本建て



個人型ｐｈａｓｅ１

テレワーク

お試し・吟味

《個人/ビジネス/満
足度》

ホテル・リゾー
ト・ゲストハウス

各種プラット
フォーム

きっかけ・ツカミ・
仕事環境・癒し
楽しみ・再訪ヘ

キーワード

地域コンテンツ
整理・地域づくり

ＤＰ・ＯＴＡ型

テレワーク

お試し・価格

《個人/ビジネス/費
用対効果》

ホテル

(利便/価格)

AGTのHP

OTA サイト

チャレンジ・価
格・模索・継続へ

の仕組み

事業者による営
業・

ファミリー型
テレワーク・休

暇・働き方・家族

《家族の満足》

リゾート・温泉・
キャンプ

AGTツール

各種(HP含)

アクティビティ・
地域クーポン・
最低限のビジネ
ス環境・リゾート

旅行会社セール
ス・サイトでの各
種プラン向けコ
ンテンツ整理

企業型
企業研修・オフサイト
MTG・インセンティブ

《企業/個人スキル》

リゾート・温泉・
キャンプ

企業/AGT/事業
者などマッチン

グセールス

多様なコンテン
ツ・自然環境・学
習要素・親睦・ソ
リューション・CSR

企業・旅行会社・
各種ツール・企
画書ユニット化・

STORY

個人型phase２
ワーケション常態
化・多拠点化頻度

《個人/地域》

ホテル・リゾー
ト・ゲストハウス

各種プラット
フォーム/OTA

HOW TO STAYの
魅力・他地域と
の比較・ビジネ
ス・人・ふれあい

地域における
HOW to stayの
接点を設ける体

制づくり

個人型phase３
ワーケーション拠
点化・定着へ頻度

往訪

《個人/地域》

多種/空き家含 リピート
関係化・さらなる
リピート化・条件

整備

地域における持
続性へ向けた対

処・行政ケア

移住
定着・季節型

《個人/地域》
多種/空き家含
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～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

ワーケーションの分類(商品化)

通年化

ハイシーズン

関
係
人
口
叙

ショルダー誘導

サブスク効果

サブスク効果

【特徴・対象】 【宿泊】 【販促媒体】 【キーワード】 【地域行動】 【その他課題】

ビジネス緊急

都市型ワーケション

どの地域がどのタイプに

マッチングするのか?

各地ともWhy to stayを

目的にあわせ提案化する事が必要

無断転載禁ず

（一社）ひがし北海道自然美への道DMO 資料
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流通から見たワーケーション全体概要

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

長期
地域深化

定着

短期
地域関係薄

個人

団体

移住 長期滞在(避暑)
旅行会社型/行政主導型

ワーケーション

Phase１ お試し
ワーケーション

Phase２ 多拠点
ワーケーション

Phase３ 定着化

新商品【DP+α】ファミリー型商品

企業契約

来訪は
個人ベース

(2拠点)

⇇地域貢献連携型

個人スキルアップ型

企業主導
ワーケーション

×各地域における諸条件

《交通/宿泊/コンテンツetc》

が加わって…



個人型ｐｈａｓｅ１

テレワーク

お試し・吟味

《個人/ビジネス/満
足度》

ホテル・リゾー
ト・ゲストハウス

各種プラット
フォーム

きっかけ・ツカミ・
仕事環境・癒し
楽しみ・再訪ヘ

キーワード

地域コンテンツ
整理・地域づくり

ＤＰ・ＯＴＡ型

テレワーク

お試し・価格

《個人/ビジネス/費
用対効果》

ホテル

(利便/価格)

AGTのHP

OTA サイト

チャレンジ・価
格・模索・継続へ

の仕組み

事業者による営
業・

ファミリー型
テレワーク・休

暇・働き方・家族

《家族の満足》

リゾート・温泉・
キャンプ

AGTツール

各種(HP含)

アクティビティ・
地域クーポン・
最低限のビジネ
ス環境・リゾート

旅行会社セール
ス・サイトでの各
種プラン向けコ
ンテンツ整理

企業型
企業研修・オフサイト
MTG・インセンティブ

《企業/個人スキル》

リゾート・温泉・
キャンプ

企業/AGT/事業
者などマッチン

グセールス

多様なコンテン
ツ・自然環境・学
習要素・親睦・ソ
リューション・CSR

企業・旅行会社・
各種ツール・企
画書ユニット化・

STORY

個人型phase２
ワーケション常態
化・多拠点化頻度

《個人/地域》

ホテル・リゾー
ト・ゲストハウス

各種プラット
フォーム/OTA

HOW TO STAYの
魅力・他地域と
の比較・ビジネ
ス・人・ふれあい

地域における
HOW to stayの
接点を設ける体

制づくり

個人型phase３
ワーケーション拠
点化・定着へ頻度

往訪

《個人/地域》

多種/空き家含 リピート
関係化・さらなる
リピート化・条件

整備

地域における持
続性へ向けた対

処・行政ケア

移住
定着・季節型

《個人/地域》
多種/空き家含
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～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

各地のワーケーションの分類

通年化

ハイシーズン

関
係
人
口
叙

ショルダー誘導

サブスク効果

サブスク効果

【特徴・対象】 【宿泊】 【販促媒体】 【キーワード】 【地域行動】 【その他課題】

ビジネス緊急

都市型ワーケション

どの地域がどのタイプに

マッチングするのか?

各地ともWhy to stayを

目的にあわせ提案化する事が必要

無断転載禁ず

（一社）ひがし北海道自然美への道DMO 資料



個人型ｐｈａｓｅ１

テレワーク

お試し・吟味

《個人/ビジネス/満
足度》

ホテル・リゾー
ト・ゲストハウス

各種プラット
フォーム

きっかけ・ツカミ・
仕事環境・癒し
楽しみ・再訪ヘ

キーワード

地域コンテンツ
整理・地域づくり

ＤＰ・ＯＴＡ型

テレワーク

お試し・価格

《個人/ビジネス/費
用対効果》

ホテル

(利便/価格)

AGTのHP

OTA サイト

チャレンジ・価
格・模索・継続へ

の仕組み

事業者による営
業・

ファミリー型
テレワーク・休

暇・働き方・家族

《家族の満足》

リゾート・温泉・
キャンプ

AGTツール

各種(HP含)

アクティビティ・
地域クーポン・
最低限のビジネ
ス環境・リゾート

旅行会社セール
ス・サイトでの各
種プラン向けコ
ンテンツ整理

企業型
企業研修・オフサイト
MTG・インセンティブ

《企業/個人スキル》

リゾート・温泉・
キャンプ

企業/AGT/事業
者などマッチン

グセールス

多様なコンテン
ツ・自然環境・学
習要素・親睦・ソ
リューション・CSR

企業・旅行会社・
各種ツール・企
画書ユニット化・

STORY

個人型phase２
ワーケション常態
化・多拠点化頻度

《個人/地域》

ホテル・リゾー
ト・ゲストハウス

各種プラット
フォーム/OTA

HOW TO STAYの
魅力・他地域と
の比較・ビジネ
ス・人・ふれあい

地域における
HOW to stayの
接点を設ける体

制づくり

個人型phase３
ワーケーション拠
点化・定着へ頻度

往訪

《個人/地域》

多種/空き家含 リピート
関係化・さらなる
リピート化・条件

整備

地域における持
続性へ向けた対

処・行政ケア

移住
定着・季節型

《個人/地域》
多種/空き家含
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～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

広義のワーケーション全体概要④

通年化

ハイシーズン

関
係
人
口
叙

ショルダー誘導

サブスク効果

サブスク効果

【特徴・対象】 【宿泊】 【販促媒体】 【キーワード】 【地域行動】 【その他課題】

ビジネス緊急

都市型ワーケション

どの地域がどのタイプに

マッチングするのか?

各地ともWhy to stayを

目的にあわせ提案化する事が必要

無断転載禁ず

（一社）ひがし北海道自然美への道DMO 資料

各地は決して

表だけでは表現できない

特徴と課題を持っている



網走

サロマ
ウトロ

中標津
川湯

屈斜路

阿寒湖

阿寒町

鶴居

釧路

帯広

中札内
更別

大樹

北天の丘

網走湖荘

ゲストハウス

北こぶし
ホテル知床

ゲストハウス

サロマ湖鶴雅

欣喜湯

屈斜路湖ユース

クッシャレラ
キャンプ場。。

ウシヤド

遊久の里鶴雅

ウイングス

熱中小学校

フェリーエンドロフ

コミュニティホテル
ヌプカ&アネックス

House MOEWA

ヌプカ新設計

松

竹

梅

交渉要 可能性

まちづくりコア組織

観光コンテンツ存在

今後コンテンツ育成

サホロ

いただきます

しんむらなど

北見

温根湯

斜里

美幌

ひがし北海道ワーケーションネットワーク Hafhとの整備状況

釧路空港

中標津空港

女満別空港

紋別空港

帯広空港

まちづくりコミュニティ機能×経済効果へ のネットワーク



【ひがし北海道各地のワーケーションへ向けたいくつかの顕著な事例】

〇鶴居村
域内STORY《宿・CAFÉ・体験・食・コワーキング》の可視化完成➡次なる課題は本命の農泊

〇斜里町
市街地のテレワーク基盤による企業タイアップSTAY実現➡自然×宿泊 観光ビジネスの実現

〇美幌町
移住を目指しWEBコミュニティによる関係づくり体制を創出➡Identityアップへの連携模索

〇帯広市
暮らすように過ごす都市型コミュニティデザインから地域商社➡十勝へ 道東への拠点へ

〇中標津
小さな町のゲストハウスでできる町との一体感 そして酪農➡空路を生かした日本の端へ

まちづくりコミュニティ機能×経済効果への模索



32



33

宿

カフェ

レストラン

体験メニュー

・コンテンツ

食のこだわり

テーマ

過ごし方

・モデルステイ

人

食

ふれあい

農
泊

暮
只
去
叩
厨
双
旅
去
召

× ×

コロナでできなかった

キーワード

《STORYと可視化》

➡鶴居村のワーケーション・農泊へ

《ホストとゲストの接点》
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斜里



～平成２７年度総務省委託事業 ｵﾎｰﾂｸふるさとテレワーク推進事業
～

1.3万人

斜里町

自然隣接型テレワークセンターで業務。
地元住民と交流・家族と長期滞在

北見市

12.57万人

大学隣接型サテライトオフィスで業務。
学生インターンを受入

商店街利用型テレワークセンターで業務。
地元テレワーカーと交流

職住一体型サテライトオフィスで業務。
合宿形式の業務で生産性向上

人材確保
・新規採用
・地元採用
・福利厚生
・働き方改革

CSR活動

北海道オホーツクの中核・北見市（地方都市）と知床世界自然遺産の斜里町（過疎地域）が
連携。国立工業大学と大自然の魅力を活かすオフィス4拠点に、地元住民・企業・大学・行
政が一体で受入れ、いつもの仕事ができるICT環境と遠隔雇用ノウハウで「ふるさとテレ

ワーク」の広域・持続・発展モデルを実証した。

北海道オホーツク

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



斜里町

横
浜

斜里
町

東京や大阪のオフィスと
テレビ会議で常時接続

お客様との対応もTV会議。

平成28年度もテレワーク事業を継続。
地方創生加速化交付金・地方創生推進交付金を活用し、施設の整備（2階居住スペース）や企業誘
致、モニターツアーなど地域での受入体制強化を実施。

～平成２８年度 テレワーク推進事業～

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



～平成２９年度 テレワーク推進事業～
平成29年度地方創生推進交付金を活用し、長期滞在用テレワーク施設の設置や企業誘致を実施。
また、新たなテレワークの形として、首都圏企業の管理職を対象とした「働き方リーダー合宿」を実施。

合宿の合間に
テレワークの時間を確保

長期滞在用
テレワーク施設を設置

町民向けフォーラムなどテレワークの
地元向けの普及啓発活動の実施

斜里町のテレワーク事業を
モチーフに小説の出版

企業の管理職を対象とした
「働き方改革リーダー合宿」を開催

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



～平成30年度 テレワーク推進事業～

平成30年度も地方創生推進交付金を活用し、長期滞在用テレワーク施設の設置や企業誘致を実施。
また、来町企業による地域の課題解決等に向けた取組みの推進。

町民向けのフォーラムや様々な分

野におけるテレワーカーと町民の
交流企画の実施

テレワーカの作品による
フォトコンテストを実施テレワーカーが特別授業を実施し

地元高校の全国大会入賞を達成

テレワーカー同志の交流促進のため首
都圏で交流イベントを実施

テレワーカーによる
ハロウィンイベント用の

アプリ開発・提供
斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



～令和元年度 テレワーク推進事業～
令和元年度も地方創生推進交付金を活用し、企業誘致やPR活動を実施。来町企業と連携した取組みを実
施。

テレワーク企業との連携協定の締結

しれとこ斜里ねぷたへの参加

町内でのテレワーク企業の活動を
紹介するフォーラムの開催

町内中学校での
テレワーカによる特別授業

テレワーカーと町民による
ドローンイベントの開催

テレワーカー同志の交流促進のため首都
圏で交流イベントを実施

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



【主な事業内容】

〇「斜里町におけるテレワークのＰＲ強化」
→SNSを活用した広告の実施

○「ワーケーションキャンペーン企画（案）の実施」
→新型コロナウイルス感染症対策を考慮した形でのテレワーカー誘致企画の実施

○その他
・RPAを活用した業務効率化に関する連携協定
・テレワーカーによる地域企業との結び付きの促進 など

～令和２年度 テレワーク推進事業～

テレワーク企業との
連携協定の締結 地元高校におけるテレワーカー

によるゼミ講師対応（通年）

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



テレワーカーの来町状況
年度 利⽤企業数（延べ） 利⽤者数（延べ） 備考

平成27年度 8社 15名
総務省ふるさとテレワーク

事業

平成28年度 47社 103名 モニターツアー実施

平成29年度 50社 107名
モニターツアー、テレワー

ク合宿実施

平成30年度 54社 141名
モニターツアー、テレワー

ク合宿実施

令和元年度 67社 165名 テレワーク合宿実施

・平成27年度以降のテレワーカーの来町数は、約２００社、５００名となり、年々増加
傾向。

～テレワーク推進事業について～

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



斜里テレワークセンター
「しれとこらぼ」の紹介

～テレワーク施設について～

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



１階事務スペース

【オープンスペース】

複数の企業等が同時利用可能。

【クローズスペース】

Ｗｅｂ会議が可能な専用部屋。

～テレワーク施設について～

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



斜里町産業会館
コワーキングスペース⇒
（令和元年度設置）

～テレワーク施設について～

⇐ウトロ漁村センター
コワーキングスペース
（平成30年度設置）

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



テレワークセンターの維持管理
テレワーカーの受入

テレワーカーへのおもてなし
町民向けセミナーの開催 など・・・・・

テレワーク事業の成功のためには
不可欠な団体

知床スロウワークス

～町内のテレワーク推進体制について～

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



知床スロウワークスとは・・・・
【設立経過】

・H27年度の総務省の委託事業である「ふるさとテレワーク推進事業」に
おいて、地元の受入れ団体として急遽設立された任意団体。

・R1年度7月に、「一般社団法人知床スロウワークス」として法人化。

【構成メンバー】
町内飲食宿泊業経営者、団体職員ＯＢ、町内不動産業者、農業者、漁
業者、その他、町内各種事業者で構成される。（役員約１０名）

【団体の特徴】
主要なメンバーは、以前から移住・定住施策に
携わっており、町外からの来訪者に対する受入れ
やおもてなしの経験が豊富であり、ノウハウも蓄積

されている。

～町内のテレワーク推進体制について～

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁



知床スロウワークスの役割

仕事支援生活支援

～町内のテレワーク推進体制について～

普及啓発 交流企画

斜里町テレワーク推進事業プレゼン資料20201201無断転載厳禁
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美幌 ・ヨガ・マウンテンバイク・円舘⼯芸社⼯房⾒学・美幌釜で陶芸体験美幌

８/２２(⼟)〜１０/１４(⽔) 計３３名
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美幌から何か始められないか



7 July 2018
北海道十勝と世界を繋ぐホテルヌプカの取組みと

「関係人口の創出及び拡大」への展望

- Afterコロナを見据えた地域・地方の自立のあり方を中心に -

十勝シティデザイン/HOTEL NUPKA
坂口琴美

帯広

十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ





映画自主制作メンバーの柏尾

哲哉、坂口琴美が共同で事業

開始

米国ポートランド市（オレゴン州

）のACE HOTELから着想を得て

事業企画を開始

帯広市中心市街地活性化協議

会の認定事業、経済産業省の

中心市街地再生事業補助金の

支援を受ける

ホテル/カフェ/イベント開催を柱

として旅人と地元の人が集まり/

出会いが生まれる場となる

2016年

十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ



1Fイメージ（Nui@蔵前）1Fイメージ
ACE HOTEL PORTLAND

十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ



街全体を一つの宿にみたてる「

まちやど 」型事業を促進する「

日本まちやど協会」に参画

食の大地北海道十勝の中心に

位置する帯広街なか全体を食

の体験地とする構想

近隣のビルの1室にホテルヌプ

カ の2ndラウンジ「ヌプカ オンナ

イ」を作り、ホテル建物の外に向

けた場づくりの取り組みを開始

今後、サテライト型ホテルの展

開を目指していく構想

2018年

十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ



帯広「まちやど」
飲食体験、都市型カルチャ
ー / 人との交流＆コミュニ
ティ

十勝広域エリア

農業、自然、景観、アウトドア etc

帯広「まちやど」を拠点に
十勝エリアを全体を満喫する！

十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ



短編映画

リノベホテル

クラフトビール

まちやど

地域商社

馬車BAR

?????
十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ



2019年4月より、帯広の夜の街
なかを輓馬ムサシコマが曳く馬
車で巡る「馬車BAR」ツアーの運
行を開始。

馬車は高級感あるBAR仕様、車
内または2階席にて旅のはじま
りのビールやローカルフードな
どを楽しめる。

世界で唯一「ばんえい競馬」が
開催される十勝だから開催でき
るプレミアツアー。

運行を継続・拡大することで馬と
人が共存する新しいコミュニテイ
作りに繋げていく構想

2019年

十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ



十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ



十勝・帯広リゾベーション協議会

十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ

https://teams.microsoft.com/dl/launcher/launcher.html?url=%2F_%23%2Fl%2Fmeetup-join%2F19%3Ameeting_YWRjN2FjNzAtY2RhMy00ZTM0LWI2NjUtMTg5NWNmMGVhOGZk%40thread.v2%2F0%3Fcontext%3D%257b%2522Tid%2522%253a%2522deff24bb-2089-4400-8c8e-f71e680378b2%2522%252c%2522Oid%2522%253a%25226408b50b-2bcf-4c04-ba0b-4e43836cf3e2%2522%257d%26anon%3Dtrue&type=meetup-join&deeplinkId=45967bad-75b4-4c2d-aa6d-e1b0035873ba&directDl=true&msLaunch=true&enableMobilePage=true&suppressPrompt=true


十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ
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ワーケーション推進に基づく
関係人口創出拡大に向けた連携協定

十勝シティデザインホテルヌプカプレゼン資料20201201 無断転載禁ズ
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中標津

• 山奥にいた酪農家を引っ張り出した「中標津地域雇用創造協議会」
• まち宿って？ 「地域と生きるゲストハウス開業塾」

• 相棒との出会い 「農商工連携観光案件北海道初認定」

• 地域の課題 中標津について 「観光か移住か」

• プラットフォーマー戦略 「循環型観光」

『牧場の資源を活用した
都市農村交流ビジネスの展開』

酪農

目指す方向は何年経っても【ウシ】
から考える
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ushiyadoの取り組み
町のご案内

イベント情報
牧場アクテビティの紹介、運営

バター作り体験

コラボイベント
レンタサイクル

料理教室
牛イベント

チーズ販売



牧場の資源を活用した
都市農村交流ビジネスの展開

まち宿として地域、中標津を巻き込むushiyado

まち宿の未来

泊まりに来た人が外に繰り出す機能

町の商業と連携

地域の情報発信メディア

サブスクのプラットホーム

まち全体オールインクルーシブ

マイクロツーリズムでの境界線を越える

ワーケーション展開

空港から５分の立地条件

個人需要に特化

物、人、場所の『接続』機能

まちのサブスク

特定の場所とつなぐ

オンとオフの場所作り

計画的な偶然性

旅の醍醐味

偶然の良い出来事を必然に変える手法

旅人の履歴書によってのペアリング

オープンマインドな地元民

必要な物人と繋がるコンタクトボタン

退屈をシェアする

まちなか拠点

飲食店 活性化

サブスク オールインクルッシブ

点在する牧場

東京直行便

×交流・マッチング=牧場産業のまち



牧場の資源を活用した
都市農村交流ビジネスの展開

まち宿として地域、中標津を巻き込むushiyado

まち宿の未来

泊まりに来た人が外に繰り出す機能

町の商業と連携

地域の情報発信メディア

サブスクのプラットホーム

まち全体オールインクルーシブ

マイクロツーリズムでの境界線を越える

ワーケーション展開

空港から５分の立地条件

個人需要に特化

物、人、場所の『接続』機能

まちのサブスク

特定の場所とつなぐ

オンとオフの場所作り

計画的な偶然性

旅の醍醐味

偶然の良い出来事を必然に変える手法

旅人の履歴書によってのペアリング

オープンマインドな地元民

必要な物人と繋がるコンタクトボタン

退屈をシェアする

まちなか拠点

飲食店 活性化

サブスク オールインクルッシブ

点在する牧場

東京直行便

×交流・マッチング=牧場産業のまち
のワーケーション



十
勝
・

帯
広

釧
路
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湖

弟
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屈

網
走

川湯
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ロ

紋
別
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津
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釧路AP

帯広AP

紋別AP

北
見

女満別AP
層
雲
峡

中標津AP

最終的
には地

域の総
合力

Destination managementの優劣ではないか?

さらに最
終的には

地域愛の切磋琢磨

ひがし北海道
ワーケーション
ネットワーク

ひがし北海道全体での

ワーケーションの優位性➡戦略とテーマへ

～闘う相
手は日本

全国…。本州内地
域連携に

対抗した
戦略～



【各地のワーケーションへ向けた課題とパネラー】

〇鶴居村 NPO法人美しい村鶴居村観光協会事務局長 服部政人

域内STORY《宿・CAFÉ・体験・食・コワーキング》の可視化完成➡次なる課題は本命の農泊

〇斜里町 北こぶし知床ホテル&リゾート専務 桑島俊彦

市街地のテレワーク基盤による企業タイアップSTAY実現➡自然×宿泊 観光ビジネスの実現

〇美幌町 美幌町まちづくり協議会プロジェクトMGR 木村利昭

移住を目指しWEBコミュニティによる関係づくり体制を創出➡周辺連携による効果で増幅

〇帯広市 十勝シティデザイン代表取締役 ホテルヌプカ支配人 坂口琴美

暮らすように過ごす都市型コミュニティデザインから地域商社➡十勝へ その奥の道東へ

〇中標津 (有)竹下牧場代表取締役 (一社)みらい創造なかしべつ 代表理事 竹下耕介

小さな町のゲストハウスでできる町との一体感 そして酪農➡空路を生かした日本の端へ
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ひがし北海道各地における
●ワーケーション論点整理
●課題と可能性

①宿・まちの一体感➡アルベルゴ・ディフーゾ
２月のシェアリングシンポジウムにおける道庁山崎次長基調講演題材



○アルベルゴ（伊：Albergo）

アルベルゴ・ディッフーゾとは？

ホテル

○ディッフーゾ（伊：Diffuso）

分散した、拡散した

分散したホテル

2020年2月7日DMOシエアリングシンポジウムより
基調講演 山崎雅生氏プレゼン資料 無断転載禁ず



○一般的なホテル

アルベルゴ・ディッフーゾとは？

・基本的に、一つの施
設で、ホテルの全て
のサービスを提供

垂直型

アルベルゴ・ディッフーゾとは？

2020年2月7日DMOシエアリングシンポジウムより
基調講演 山崎雅生氏プレゼン資料 無断転載禁ず



○アルベルゴ・ディッフーゾ

アルベルゴ・ディッフーゾとは？

集落内の複数
の建物を、一つ
のホテルの施設
として利用全体でホテル

水平型

アルベルゴ・ディッフーゾとは？

2020年2月7日DMOシエアリングシンポジウムより
基調講演 山崎雅生氏プレゼン資料 無断転載禁ず



アルベルゴ・ディッフーゾの魅力

・地元の食材

○州によっては、レストランで出す料理にも規制

・地元の料理

cf アグリ・ツーリズモでは、多くの州で規制

2020年2月7日DMOシエアリングシンポジウムより
基調講演 山崎雅生氏プレゼン資料 無断転載禁ず



Borgo di Castelvetere

○１７の建物で構成 ○総ベッド数 ５０

2020年2月7日DMOシエアリングシンポジウムより
基調講演 山崎雅生氏プレゼン資料 無断転載禁ず



Borgo di Castelvetere

○ Zona CASTELLO

・空き部屋を宿泊部屋としたアパートがメインのエリア

・「Bottega」と呼ばれる伝統的な工芸品の土産品店も

2020年2月7日DMOシエアリングシンポジウムより
基調講演 山崎雅生氏プレゼン資料 無断転載禁ず



Borgo di Castelvetere

○ Zona TORRE
バー、レストラン、オフィ
スのある地区

2020年2月7日DMOシエアリングシンポジウムより
基調講演 山崎雅生氏プレゼン資料 無断転載禁ず
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ひがし北海道各地における
●ワーケーション論点整理
●課題と可能性

①宿・まちの一体感➡アルベルゴ・ディフーゾ
２月のシェアリングシンポジウムにおける道庁山崎次長基調講演題材

②経済効果/マネタイズへ向けて… まち
づくり

通信

流通

地域ごとにバランスを模索？
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ワーケーション 経済効果への図式

～この機会に改めて 北海道らしさと自然美 を持続的に生かす道をさぐる～

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 新・観光スタイル

個人型phase１ ＤＰ・ＯＴＡ ファミリー型 企業型
個人型 phase

２・３
移住

導入部/
媒体・AGT・宿泊サイト・
DP・企業連携

模索期/
継続・定着・再訪

地域との密着

ライフスタイル共有

成熟期/
頻度・関係化

人員
経済効果

原動力は

Why to stay のパワー?

時系列

関係人口による経済効果

流
動

人
口

に
よ

る
経

済
効

果

より持続性・より地域密接

各タイプと
客層

コンテンツ/ビジネス成果/stayの居心地

最終的
には地

域の総
合力

Destination managementの優劣ではないか?
次第に人間関係へ

再掲

どうやって観光事業と一体化した経済効果へ
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ひがし北海道各地における
●ワーケーション論点整理
●課題と可能性

●宿・まちの一体感➡アルベルゴ・ディフーゾ
２月のシェアリングシンポジウムにおける道庁山崎次長基調講演題材

●経済効果/マネタイズへ向けて… まち
づくり

通信

流通

地域ごとにバランスを模索？

一方で、ひがし北海道の戦略



ひがし北海道⾃然美への道 DMO

御静聴有難うございました

野竹鉄蔵 notake@lake-akan.com

mailto:notake@lake-akan.com

